
説検定についての興味は尽きない。こちらも可能な限り研究してみたいと思っている。

そして，統計学が高等学校の数学に中心的に扱われるようになるにあたっていろいろと問題点が出てくる

と思う。それらの解決策を考えていきたい。研究授業などを行ったり，外部の研究会に参加するなどして，

教育現場での問題点，指導上の悩みなども察知し高校数学で対処できるようにしていければと考えている。

それにしても，アメリカがやめると宣言している仮説検定を，今後日本はかなりの時間を割いて授業して

いくわけであるが，本当に大丈夫なのであろうか。しかも，導入を急ぐあまり不完全で誤解された内容を身

に着けてしまいかねない状態になっているというのに。犠牲者が少ない事を祈るのみである。

私としては，自分が良かれと思う授業を開発し行っていくのみである。今回提案した授業の方向にすすめ

ば，世界が頻度主義仮説検定を捨てたとしても，ベイジアンの基本の考え方に触れているので，そちらの方

に進むと考えれば他の授業を受けているよりも，わずかではあってもベイズ統計学を受け入れやすいだろう。

そこに，わずかながらも希望の光を見つつ，本稿を閉じることとする。
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-有意性検定から「仮説が正しい確率へ』-  朝倉書店「はじめに」の p.ⅰ～ⅱ 
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［4］数研出版 （2022）『高等学校数学Ⅰ』 教科書 

読読みみ比比べべ活活動動  

――『『伊伊勢勢物物語語』』「「筒筒井井筒筒」」とと『『大大和和物物語語』』「「沖沖つつ白白波波」」のの読読みみ比比べべ―― 
 

国語科 植 田 敦 子 

 

『伊勢物語』「筒井筒」と『大和物語』「沖つ白波」の読み比べ活動は今までも数回行っていたが，新学習指

導要領に変わり，『言語文化』という科目の単元の「言語活動」として設定し，評価も「観点別評価」に基づ

いている。本格的に観点別評価を行うようになり，まだ評価に関しては試行錯誤の段階である。2022 年 11 月

の公開教育研究会で発表した際，参加者の方からも，授業の方法や評価方法についてさまざまなご意見をい

ただき，自身の学びとなった。本稿は，主にその公開授業研究会を振り返り，資料としてまとめたものであ

る。 

〈キーワード〉言語文化 新学習指導要領 観点別評価 言語活動 読み比べ 『伊勢物語』 『大和物語』

1. はじめに 

2022 年度から新課程に移行し，本校の 1 年生の国語の授業は，「現代の国語」2 単位，「言語文化」2 単位で行

っている。今回は，その中で「言語文化」での単元末の言語活動として，読み比べ活動を行った。「学習指導

要領」に示された，「読むこと」に関する言語活動のうち，「異なる時代に成立した随筆や小説，物語などを

読み比べ，それらを比較して論じたり批評したりする活動」に相当する課題としての設定である。具体的に

は，『伊勢物語』第二十三段「筒井筒」を学習した後，『大和物語』第百四十九段「沖つ白波」を比較して読

み，内容や作品の印象の違いを考えさせた。また，『古今和歌集』の「風吹けば」歌と左注についても紹介し，

成立過程についての考察もさせたが，公開教育研究会当日は時間的に難しく，次の時間の活動とした。本稿

は，その公開教育研究会での内容を中心にまとめたもので，章立ては以下の通りである。

1．はじめに 

2．学習指導案 

単元の言語活動－読み比べ活動 

・『伊勢物語』「筒井筒」（第二十三段）と『大和物語』第百四十九段）の違いについての考察 

・作品の印象の違い，どちらが好みかとその理由 

3．当日の配布資料（学習指導案以外） 

4．観点別評価について 

5．研究協議会記録 

公開教育研究会当日の質疑応答等 

6．反省，振り返り 
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2. 学習指導案 

1 年年必必修修「「言言語語文文化化」」学学習習指指導導案案 

日 時 11 月 19 日（土）9:50-10:40  

対 象 1 年菊組（計 42 名） 

授業者 植田敦子 

会 場 附属高等学校 3 階演習室 

2.1. 単元名，教材名，教科書名 

科目名：言語文化（2 単位） 

単元名：読み比べ～伊勢物語「筒井筒」，大和物語「沖つ白波」，『古今和歌集』（雑歌下 994） 

教科書名：『言語文化』（第一学習社） 

副教材：『九訂版 読解を大切にする体系古典文法』（数研出版） 

 『新国語総合ガイド 五訂版』（京都書房） 

配布資料出典 

:『竹取物語 伊勢物語 大和物語 平中物語』片桐洋一他 

（『新編日本古典文学全集』小学館 1994 年） 

 :『古今和歌集』小沢正夫他 （『新編日本古典文学全集』小学館 1994 年 10 月）

2.2. 単元の目標と育成する資質・能力  

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

古典の世界に親しむために，古

典を読むために必要な文語のき

まりや訓読のきまり，古典特有

の表現などについて理解でき

る。（（2）ウ） 

「読むこと」において，作品の成

立した背景や他の作品などとの

関係を踏まえ，内容の解釈を深め

ることができる。（B（1）エ） 

積極的に読み比べ，『伊勢物語』『大

和物語』それぞれの特色や魅力に気

づくことができる。

【育成する資質・能力】

異なる時代に成立した随筆や小説，物語などを読み比べ，それらを比較して論じたり論評したりする。

2.3. 具体的な評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

古典の世界に親しむために，古

典を読むために必要な文語のき

まりや訓読のきまり，古典特有

の表現などについて理解してい

る。（（2）ウ） 

「読むこと」において，作品の成

立した背景や他の作品などとの

関係を踏まえ，内容の解釈を深め

ている。 

（B(1)エ） 

『伊勢物語』の同話と積極的に読み

比べ，『大和物語』の表現の特色を

理解している。

2.4. 指導観 

2.4.1. 単元観 

本単元は，「学習指導要領」に示された，「読むこと」に関する言語活動のうち，「異なる時代に成立した随

筆や小説，物語などを読み比べ，それらを比較して論じたり批評したりする活動」に相当する課題として設

定した。具体的には，『伊勢物語』第二十三段「筒井筒」を学習した後，『大和物語』第百四十九段「沖つ白
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の表現などについて理解でき

る。（（2）ウ） 

「読むこと」において，作品の成

立した背景や他の作品などとの

関係を踏まえ，内容の解釈を深め

ることができる。（B（1）エ） 

積極的に読み比べ，『伊勢物語』『大

和物語』それぞれの特色や魅力に気

づくことができる。

【育成する資質・能力】

異なる時代に成立した随筆や小説，物語などを読み比べ，それらを比較して論じたり論評したりする。

2.3. 具体的な評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

古典の世界に親しむために，古

典を読むために必要な文語のき

まりや訓読のきまり，古典特有

の表現などについて理解してい

る。（（2）ウ） 

「読むこと」において，作品の成

立した背景や他の作品などとの

関係を踏まえ，内容の解釈を深め

ている。 

（B(1)エ） 

『伊勢物語』の同話と積極的に読み

比べ，『大和物語』の表現の特色を

理解している。

2.4. 指導観 

2.4.1. 単元観 

本単元は，「学習指導要領」に示された，「読むこと」に関する言語活動のうち，「異なる時代に成立した随

筆や小説，物語などを読み比べ，それらを比較して論じたり批評したりする活動」に相当する課題として設

定した。具体的には，『伊勢物語』第二十三段「筒井筒」を学習した後，『大和物語』第百四十九段「沖つ白

波」を比較して読み，内容や作風の違いを考えさせる。『大和物語』は『伊勢物語』より少し後に成立したと

考えられ，『伊勢物語』の影響を受けているとの見方が一般的である。「筒井筒」とほぼ同じ場面の描写に関

して，両作品にどのような違いがあるのか，作風の違いはどのようなものか，生徒自身はどちらの作品や作

風を好むのか等考えさせたい。また，時間が許せば，『古今和歌集』の「風吹けば」の歌と左注についても紹

介し，同じ歌をめぐっていくつかの物語があることを理解させたい。

2.4.2. 生徒観 

学習に前向きな生徒たちで，真面目に取り組む。ペアワークやグループワークなどの話し合いは活発に行う。

文法事項や解釈など，こちらの問いかけに対しての返答は，反応のいいクラスに比してそこまで積極的では

ないものの，ある程度の返答はあるクラスである。内容に関する問いに関しては，積極的に手をあげる生徒

もいる。

2.5. 年間指導計画における本単元との関係 

言語文化は，2 単位である。1 単位時間は 45 分。現代文（小説，韻文），古文，漢文の 3 つのジャンルを 1

年間にわたって学習する。本単元は，読み比べの活動として，2 学期後半に設定した。年間指導計画について

は，別表に示している。 

2.6. 単元の指導計画と評価計画（全 4 時間）  

時 目標 主な学習活動 主に評価する内容・評価方法 

第 1 時 「筒井筒」を 3 段

落に分け，第 1 段

落を読み，和歌を

中心に内容を理

解する。 

1 第１段落を音読後，内容について近

くの人と話し合い，発表する。 

2 重要語句や文法知識を押さえなが

ら，現代語訳をしていく。 

3 2 首の和歌の解釈については，それ

ぞれの和歌が伝えたいことを理解す

る。 

「知識・技能」 

[記述の分析]ノート，定期試験等 

古典の世界に親しむために，古典

を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表

現などについて理解できている

かをノートや定期試験等で分析

する。 

第 2 時 「筒井筒」第 2 段

落を読み，和歌を

中心に内容を理

解する。 

 

 

 

 

 

1 第 2 段落を音読後，内容について近

くの人と話し合う。 

2 重要語句や文法知識を押さえなが

ら，現代語訳をしていく。 

3 当時の結婚のあり方について学ぶ。 

4 「風吹けば」の歌を解釈し，この歌

と女の態度が男の気持ちを動かした理

由を考える。 

「知識・技能」 

[記述の分析]ノートや定期試験等  

古典の世界に親しむために，古典

を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表

現などについて理解できている

かをノートや定期試験等で分析

する。 

第 3 時 「筒井筒」第 3 段

落を読み，和歌を

中心に内容を理

1 第 3 段落を音読後，内容について近

くの人と話し合う。 

2 重要語句や文法知識を押さえなが

「知識・技能」 

[記述の分析]ノートや定期試験等 

古典の世界に親しむために，古典
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解する。 

 

 

 

 

ら，現代語訳をしていく。 

3 男が河内の女への気持ちが冷めた

理由を理解し，現代との価値観の違い

を理解する。 

4 2 首の和歌に詠みこまれた河内の女

の心情について理解を深める。 

を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表

現などについて理解できている

かをノートや定期試験等で分析

する。 

第 4 時 

(本時） 

 

 

 

 

 

読み比べ教材と

して，『大和物語』

「沖つ白波」を読

み，両作品の違い

を捉える。 

 

 

 

1『大和物語』「沖つ白波」の本文を音

読し，内容を理解する。 

2 グループワークで，『伊勢物語』「筒

井筒」との違いについて話し合い，発表

する。 

3 両作品の作品の印象の違いについ

てまとめる。 

4 『古今和歌集』にも同じ歌があり，

左注に物語があることを理解する。 

 

［主体的に学習に取り組む態度］ 

「記述の確認」振り返りシートに

より，『伊勢物語』『大和物語』

それぞれの表現の特色や表現の

魅力を理解しているかを確認す

る。 

 

［思考・判断・表現］ 

「記述の分析」 

ワークシート及び定期試験 

・「読むこと」において，作品の

成立した背景や他の作品などと

の関係を踏まえ，内容の解釈を深

めているかを分析する。 

 

2.7. 本時（全 4 時間中の第 4 時間目） 

 学習活動 指導上の留意点 評価する内容・評価方法 

導

入 

1 読み比べ教材『大和物語』と

第百四十九段「沖つ白波」につい

て，簡単な紹介を受ける。 

2 読み比べの活動をすることに

ついて理解する。 

1 作品紹介は，簡単にとどめ，

「沖つ白波」は、『伊勢物語』

第二十三段「筒井筒」と共通

する話であることを知らせ

る。 

 

展

開 

 

3『大和物語』本文を音読する。 3 教科書本文に加え，小学館

『新編日本古典文学全集』の

本文に現代語訳がついたもの

を配布する。 
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を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表

現などについて理解できている

かをノートや定期試験等で分析

する。 

第 4 時 

(本時） 

 

 

 

 

 

読み比べ教材と

して，『大和物語』

「沖つ白波」を読

み，両作品の違い

を捉える。 
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「記述の確認」振り返りシートに

より，『伊勢物語』『大和物語』

それぞれの表現の特色や表現の

魅力を理解しているかを確認す

る。 

 

［思考・判断・表現］ 
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の関係を踏まえ，内容の解釈を深

めているかを分析する。 

 

2.7. 本時（全 4 時間中の第 4 時間目） 

 学習活動 指導上の留意点 評価する内容・評価方法 

導

入 

1 読み比べ教材『大和物語』と

第百四十九段「沖つ白波」につい

て，簡単な紹介を受ける。 

2 読み比べの活動をすることに

ついて理解する。 

1 作品紹介は，簡単にとどめ，
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する話であることを知らせ
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3『大和物語』本文を音読する。 3 教科書本文に加え，小学館

『新編日本古典文学全集』の

本文に現代語訳がついたもの
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 4 『大和物語』と『伊勢物語』

を比較する。 

（1）どんな点が違うのかグルー

プで話し合い，発表する。 

（2）両作品の描写の違い，作品

の印象の違いについて考える。 

（3）（2）を踏まえて，「沖つ白

波」と「筒井筒」では，読後にど

のような違いがあるかを発表し

合う。 

 

 

 

 

4 

（1）グループワークの形で整

理する。 

 

 

（2）（3）個々人でワークシ

ートに記入させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)両作品の描写の違い，作風の違

いを把握し，説明できている。  

【思考・判断・表現】 

発表・ワークシート・定期考査 

(3)両作品に対して作風の違いを理

解している。 

【思考・判断・表現】 

観察・発表・ワークシート 

ま

と

め 

5 振り返りシートにまとめ，提

出する。 

 『伊勢物語』と『大和物語』との読

み比べに主体的に取り組んで，そ

れぞれの表現の特色や魅力に気づ

いている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

観察・振り返りシート 
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22002222年年度度　　年年間間授授業業計計画画表表　　　　　　　　

学学年年 教教科科 科科目目名名 単単位位数数 必必修修・・選選択択 講講座座数数 生生徒徒数数 担担当当者者

科科目目のの目目標標

評評価価のの観観点点のの趣趣旨旨
知知識識・・技技能能 思思考考・・判判断断・・表表現現 主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度

学期 月 単元 単元の目標 教材 観点別評価規準 評価の方法 評価の観点
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

稚児のそら寝 〇知・思

　 ワークシート 〇思考
絵仏師良秀

地獄変 活動の観察、提出物 〇態度
・小説との読み比べを行う。

〇知・思

ワークシート 〇思考

訓読 活動の観察、提出物 〇態度
置き字

論語

小説（一） 羅生門 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

論語 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

歌物語 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

史伝（１） 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

・『徒然草』 〇知・思
「花は盛りに」
「九月二十日の ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

軍記物語 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

小説（２） 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

史伝（２） 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

唐詩 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度
古今和歌集

新古今和歌集

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、
感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値への認識を
深めようとしているとともに、読書に親しむことで自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもとうとしてい
る。

・文章の種類を踏まえて、内容や展開を
的確に捉える。

・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現などにつ
いて理解を深めている。（⑵ウ）

・本歌取りや見立てなどの我が
国の言語文化に特徴的な表現の
技法とその効果について理解す
る。（⑴オ）

古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のき
まりや訓読の決まり、古典特有
の表現などについて理解してい
る。（（2）ウ）

漢文入門

志賀直哉「城の
崎にて」

・表現や技法（押韻や対句）に留意して漢
詩を鑑賞し、人々が自然や人事に向けた
思いを読み取る。

・和歌という文書の種類を踏まえて、情景
や心情など、内容や展開を的確に捉え
る。

・合戦を主題とした文学作品を読み、争
いを背景として生まれた思想や人間のあ
り用を知る。

・伊勢物語「東
下り」「芥川」

・「読むこと」において、作品や文
章の成立した背景や他の作品な
どとの関係を踏まえ、内容の解
釈を深めている。（B（１）エ）

・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展
開などについて叙述を基に的確
に捉えている。（B（1）ア）

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考
える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
し、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思
いや考えを広げたり深めたりしている。

・軍記物という文章の種類を踏まえて、内
容や展開を的確に捉える。

・歌物語では感動の中心が歌にあること
を理解し、内容や展開を的確に捉える。

・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現などにつ
いて理解を深めている。（⑵ウ）

・文章の意味は、文脈の中で形成
されることを理解すること。（⑴エ）
・我が国の言語文化に特徴的な語
句の量を増し、それらの文化的背
景について理解を深め、五感を磨
き、語彙を豊かにしている。(⑴ウ)

・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展
開などについて叙述を基に的確
に捉えている。（B（1）ア）

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付
けているとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めてい
る。

古文入門

・小説という文章の種類を踏まえて、内容
や構成、展開などを的確に捉える。

・典拠である『今昔物語集』にある説話と
の読み比べをし、芥川の創作のねらいを
考える。

必必修修言言語語文文化化

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

植植田田敦敦子子

・孔子について興味を持ち、図書
館の資料などを用いて、そのエピ
ソードを調べようとしている。

期末テスト

・学び「学而」「温
故知新」他
・仁「巧言令色」
「恕」
・政治「子貢問
政治」

・日本にも大きな影響を及ぼした『論語』
について知り、孔子のものの見方や考え
方を理解する。

・読むことにおいて、文章の種類
を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述をもtに的確に捉
えている。（B（1）ア）

・「読むこと」において、文章に表
れているものの見方、感じ方、考
え方を捉え、内容を解釈してい
る。B（１）イ

(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。

国国語語

土佐日記「門
出」

平家物語「木曽
の最期」

韻文 ・表現の技法とその効果につい
て理解している。（⑴オ）

読み比べ

日記文学

・我が国の言語文化に特徴的な
語句の量を増し、それらの文化
的背景について理解を深め、五
感を磨き語彙を豊かにしている。
（⑴ウ）

期末考査・小テスト・和漢混交文など歴史的な文体
の変化について理解を深めてい
る。（⑵オ）

・時間の経過や地域の文化的特
徴などによる文字や言葉の変化
について理解を深め、古典の言
葉と現代の言葉とのつながりに
ついて理解する。（⑵エ）

期末考査

期末考査

期末考査

・積極的に史伝を読み、登場人
物の考え方や人物像を説明しよ
うとしている。

・作品に表れている死生観を捉
え、内容を解釈しようとしている。

「読むこと」において、作品の成
立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ、内容の解釈を深
めている。(B(1)エ）

・「読むこと」において、作品に表
れているものの見方、感じ方、考
え方を捉え、内容を解釈してい
る。（B⑴イ）

期末考査・小テスト

・作品に表れている無常観を粘り
強く読み取り、自分の考えを広げ
たり深めようとしている。
・文体の歴史的背景を踏まえて
本文を読み、学習の見通しを
持って表現や描写・文体の特色
を評価しようとしている。

・積極的に説話を読み味わい、
互いに話のおもしろさを伝え合お
うとしている。・言葉の意味の変
化について関心を持ち、自ら調
べている。

・歌物語りに積極的に親しみ、学
習課題に沿って和歌の果たす意
味を捉えようとしている。

・『論語』が日本文化に与えた影
響について理解し、孔子の理想
とするところを粘り強く説明しよう
としている。

期末考査・小テスト

・これからの学習に見通しを持っ
て、漢文訓読の基礎知識を積極

的に身につけようとしている。

・積極的に説話を読み、叙述に
基づいて人物造形のおもしろさを
捉えようとしている。

・典拠となった『今昔物語集』の
説話と粘り強く読み比べ、作者の
工夫をまとめようとしている。

・学習の見通しを持って虚構性の
高い日記を読み、執筆意図など
について積極的に批評したり討
論したりしようとしている。

期末考査・小テスト

・漢詩のきまりを進んで理解し、
学習の見通しをもって漢詩を鑑
賞しようとしている。
・粘り強く漢詩を読み比べ、詠ま
れた情景や心情を説明しようとし
ている.

・「読むこと」において、作品に表
れているものの見方、感じ方、考
え方を捉え、内容の解釈を深め
ている（B⑴エ）

・「書くこと」において、自分の体験や思
いが効果的に伝わるよう、文章の種類、
構成、展開や、文体、描写、語句などの
表現の仕方を工夫している。　（A（１）イ）

・話の中で和歌が果たしている役割を押
さえ、歌物語の特徴と読み解きを理解す
る。

・「読むこと」において、文章に表
れているものの見方、感じ方、考
え方を捉え、内容を解釈してい
る。（B（１）イ）

・我が国の言語文化への理解に
つながる読書の意義と高揚につ
いて理解を深めている。（（2）カ）

・「書くこと」において、和歌の内
容、表現の技法などについて調
べ、その成果を文章にまとめる。
（A（１）イ）

・作品や文章の成立した背景や
他の作品との関係を踏まえ、内
容の解釈を深めている。（B（１）
エ）

・記録とは異なる日記文学を読んで、内
容や展開を的確に捉える。・作品に表れ
ている批評や諧謔の精神と亡児追憶の
心情を捉え、内容を解釈する。

・随筆を読んで、作者や当時の人々の生
活感覚や興味の対象を知り、ものの見
方・考え方を理解する。

・やや長めの史伝を読んで登場人物を押
さえ、主要な人物の考えや主張を読み取
る。

・話の中で和歌が果たしている役割を押
さえ、歌物語の特徴と読み解きを理解す
る。
・歌物語では感動の中心が歌にあること
を理解し、内容や展開を的確に捉える。

・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえ、内容や構成、展開
などについて叙述を基に的確に
捉えている。（B（1）ア）

・言葉には、文化の継承、発展、
創造を支える働きがあることを理
解している。（⑴ア）
・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な訓読のき
まり、古典特有の表現などにつ
いて理解を深めている。（⑵ウ）

・古典の世界に親しむために、作
品や文章の歴史的・文化的背景
などに理解を深めている。（⑵イ）

・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展
開などについて叙述を基に的確
に捉えている。（B（1）ア）

『伊勢物語』「筒
井筒」，『大和物
語』「沖つ白波」
『古今和歌集』

(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

・説話という文章の種類を踏まえて、内容
や展開を的確に捉える。

・歴史的仮名遣いについて学習する。
・用言について学習する。

・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な訓読の決
まり，古典特有の表現などにつ
いて理解を深めている。（⑵ウ）

期末テスト・小テスト

・置き字や返読文字、再読文字について
学習する。

・漢文を訓読するための基礎知識とし
て、返り点の種類と使い方を習得する。

中間考査・小テスト

・登場人物の行動や心理を粘り
強く読み解き、内容や展開を捉
えようとしている。

期末テスト・小テスト

期末テスト

中間考査・小テスト

・作品に表れているものの見方、感じ方、
考え方を捉え、内容を解釈する。

・史伝という文章の背景を踏まえて、内容
や展開を的確に捉える。

十八史略「三国
志」

・史伝の舞台となる時代背景を知るととも
に、作中に描かれた人物の考えや人物
像を読み取る。

・常用漢字の読みに慣れ、主な
常用漢字を書き、文や文章の中
で使えるようになる。（⑴イ）

・我が国の言語文化の特質や我
が国の文化と外国の文化の関係
について理解している。（⑵ア）

・三つの小動物の死と関連して心境が語
られる構成を読み取り、作中に示された
死生観について考える。

随筆を読む
・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現などにつ
いて理解を深めている。（⑵ウ）

・作品に表れたものの見方・考え
方や美意識を積極的に理解し、
学習課題に沿って自分の考えを
伝え合おうとしている。

十八史略「臥薪
嘗胆」

・我が国の言語文化の特質や我
が国の文化と外国の文化の関係
について理解している。（⑵ア）

・「読むこと」において、作品の成
立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ、内容の解釈を深
めている。（B⑴エ）

・やや長めの史伝を粘り強く読
み、展開を押さえて登場人物を
整理しようとしている。

・史伝という文章の種類を踏まえて、内容
や展開を的確に捉える。

・積極的に読み比べ、『伊勢物
語』『大和物語』それぞれの特色
や魅力に気づいている。
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22002222年年度度　　年年間間授授業業計計画画表表　　　　　　　　

学学年年 教教科科 科科目目名名 単単位位数数 必必修修・・選選択択 講講座座数数 生生徒徒数数 担担当当者者

科科目目のの目目標標

評評価価のの観観点点のの趣趣旨旨
知知識識・・技技能能 思思考考・・判判断断・・表表現現 主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度

学期 月 単元 単元の目標 教材 観点別評価規準 評価の方法 評価の観点
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

稚児のそら寝 〇知・思

　 ワークシート 〇思考
絵仏師良秀

地獄変 活動の観察、提出物 〇態度
・小説との読み比べを行う。

〇知・思

ワークシート 〇思考

訓読 活動の観察、提出物 〇態度
置き字

論語

小説（一） 羅生門 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

論語 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

歌物語 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

史伝（１） 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

・『徒然草』 〇知・思
「花は盛りに」
「九月二十日の ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

軍記物語 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

小説（２） 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

史伝（２） 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度

唐詩 〇知・思

ワークシート 〇思考

活動の観察、提出物 〇態度
古今和歌集

新古今和歌集

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、
感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値への認識を
深めようとしているとともに、読書に親しむことで自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもとうとしてい
る。

・文章の種類を踏まえて、内容や展開を
的確に捉える。

・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現などにつ
いて理解を深めている。（⑵ウ）

・本歌取りや見立てなどの我が
国の言語文化に特徴的な表現の
技法とその効果について理解す
る。（⑴オ）

古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のき
まりや訓読の決まり、古典特有
の表現などについて理解してい
る。（（2）ウ）

漢文入門

志賀直哉「城の
崎にて」

・表現や技法（押韻や対句）に留意して漢
詩を鑑賞し、人々が自然や人事に向けた
思いを読み取る。

・和歌という文書の種類を踏まえて、情景
や心情など、内容や展開を的確に捉え
る。

・合戦を主題とした文学作品を読み、争
いを背景として生まれた思想や人間のあ
り用を知る。

・伊勢物語「東
下り」「芥川」

・「読むこと」において、作品や文
章の成立した背景や他の作品な
どとの関係を踏まえ、内容の解
釈を深めている。（B（１）エ）

・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展
開などについて叙述を基に的確
に捉えている。（B（1）ア）

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考
える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
し、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思
いや考えを広げたり深めたりしている。

・軍記物という文章の種類を踏まえて、内
容や展開を的確に捉える。

・歌物語では感動の中心が歌にあること
を理解し、内容や展開を的確に捉える。

・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現などにつ
いて理解を深めている。（⑵ウ）

・文章の意味は、文脈の中で形成
されることを理解すること。（⑴エ）
・我が国の言語文化に特徴的な語
句の量を増し、それらの文化的背
景について理解を深め、五感を磨
き、語彙を豊かにしている。(⑴ウ)

・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展
開などについて叙述を基に的確
に捉えている。（B（1）ア）

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付
けているとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めてい
る。

古文入門

・小説という文章の種類を踏まえて、内容
や構成、展開などを的確に捉える。

・典拠である『今昔物語集』にある説話と
の読み比べをし、芥川の創作のねらいを
考える。

必必修修言言語語文文化化

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

植植田田敦敦子子

・孔子について興味を持ち、図書
館の資料などを用いて、そのエピ
ソードを調べようとしている。

期末テスト

・学び「学而」「温
故知新」他
・仁「巧言令色」
「恕」
・政治「子貢問
政治」

・日本にも大きな影響を及ぼした『論語』
について知り、孔子のものの見方や考え
方を理解する。

・読むことにおいて、文章の種類
を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述をもtに的確に捉
えている。（B（1）ア）

・「読むこと」において、文章に表
れているものの見方、感じ方、考
え方を捉え、内容を解釈してい
る。B（１）イ

(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。

国国語語

土佐日記「門
出」

平家物語「木曽
の最期」

韻文 ・表現の技法とその効果につい
て理解している。（⑴オ）

読み比べ

日記文学

・我が国の言語文化に特徴的な
語句の量を増し、それらの文化
的背景について理解を深め、五
感を磨き語彙を豊かにしている。
（⑴ウ）

期末考査・小テスト・和漢混交文など歴史的な文体
の変化について理解を深めてい
る。（⑵オ）

・時間の経過や地域の文化的特
徴などによる文字や言葉の変化
について理解を深め、古典の言
葉と現代の言葉とのつながりに
ついて理解する。（⑵エ）

期末考査

期末考査

期末考査

・積極的に史伝を読み、登場人
物の考え方や人物像を説明しよ
うとしている。

・作品に表れている死生観を捉
え、内容を解釈しようとしている。

「読むこと」において、作品の成
立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ、内容の解釈を深
めている。(B(1)エ）

・「読むこと」において、作品に表
れているものの見方、感じ方、考
え方を捉え、内容を解釈してい
る。（B⑴イ）

期末考査・小テスト

・作品に表れている無常観を粘り
強く読み取り、自分の考えを広げ
たり深めようとしている。
・文体の歴史的背景を踏まえて
本文を読み、学習の見通しを
持って表現や描写・文体の特色
を評価しようとしている。

・積極的に説話を読み味わい、
互いに話のおもしろさを伝え合お
うとしている。・言葉の意味の変
化について関心を持ち、自ら調
べている。

・歌物語りに積極的に親しみ、学
習課題に沿って和歌の果たす意
味を捉えようとしている。

・『論語』が日本文化に与えた影
響について理解し、孔子の理想
とするところを粘り強く説明しよう
としている。

期末考査・小テスト

・これからの学習に見通しを持っ
て、漢文訓読の基礎知識を積極

的に身につけようとしている。

・積極的に説話を読み、叙述に
基づいて人物造形のおもしろさを
捉えようとしている。

・典拠となった『今昔物語集』の
説話と粘り強く読み比べ、作者の
工夫をまとめようとしている。

・学習の見通しを持って虚構性の
高い日記を読み、執筆意図など
について積極的に批評したり討
論したりしようとしている。

期末考査・小テスト

・漢詩のきまりを進んで理解し、
学習の見通しをもって漢詩を鑑
賞しようとしている。
・粘り強く漢詩を読み比べ、詠ま
れた情景や心情を説明しようとし
ている.

・「読むこと」において、作品に表
れているものの見方、感じ方、考
え方を捉え、内容の解釈を深め
ている（B⑴エ）

・「書くこと」において、自分の体験や思
いが効果的に伝わるよう、文章の種類、
構成、展開や、文体、描写、語句などの
表現の仕方を工夫している。　（A（１）イ）

・話の中で和歌が果たしている役割を押
さえ、歌物語の特徴と読み解きを理解す
る。

・「読むこと」において、文章に表
れているものの見方、感じ方、考
え方を捉え、内容を解釈してい
る。（B（１）イ）

・我が国の言語文化への理解に
つながる読書の意義と高揚につ
いて理解を深めている。（（2）カ）

・「書くこと」において、和歌の内
容、表現の技法などについて調
べ、その成果を文章にまとめる。
（A（１）イ）

・作品や文章の成立した背景や
他の作品との関係を踏まえ、内
容の解釈を深めている。（B（１）
エ）

・記録とは異なる日記文学を読んで、内
容や展開を的確に捉える。・作品に表れ
ている批評や諧謔の精神と亡児追憶の
心情を捉え、内容を解釈する。

・随筆を読んで、作者や当時の人々の生
活感覚や興味の対象を知り、ものの見
方・考え方を理解する。

・やや長めの史伝を読んで登場人物を押
さえ、主要な人物の考えや主張を読み取
る。

・話の中で和歌が果たしている役割を押
さえ、歌物語の特徴と読み解きを理解す
る。
・歌物語では感動の中心が歌にあること
を理解し、内容や展開を的確に捉える。

・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえ、内容や構成、展開
などについて叙述を基に的確に
捉えている。（B（1）ア）

・言葉には、文化の継承、発展、
創造を支える働きがあることを理
解している。（⑴ア）
・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な訓読のき
まり、古典特有の表現などにつ
いて理解を深めている。（⑵ウ）

・古典の世界に親しむために、作
品や文章の歴史的・文化的背景
などに理解を深めている。（⑵イ）

・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展
開などについて叙述を基に的確
に捉えている。（B（1）ア）

『伊勢物語』「筒
井筒」，『大和物
語』「沖つ白波」
『古今和歌集』

(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

・説話という文章の種類を踏まえて、内容
や展開を的確に捉える。

・歴史的仮名遣いについて学習する。
・用言について学習する。

・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な訓読の決
まり，古典特有の表現などにつ
いて理解を深めている。（⑵ウ）

期末テスト・小テスト

・置き字や返読文字、再読文字について
学習する。

・漢文を訓読するための基礎知識とし
て、返り点の種類と使い方を習得する。

中間考査・小テスト

・登場人物の行動や心理を粘り
強く読み解き、内容や展開を捉
えようとしている。

期末テスト・小テスト

期末テスト

中間考査・小テスト

・作品に表れているものの見方、感じ方、
考え方を捉え、内容を解釈する。

・史伝という文章の背景を踏まえて、内容
や展開を的確に捉える。

十八史略「三国
志」

・史伝の舞台となる時代背景を知るととも
に、作中に描かれた人物の考えや人物
像を読み取る。

・常用漢字の読みに慣れ、主な
常用漢字を書き、文や文章の中
で使えるようになる。（⑴イ）

・我が国の言語文化の特質や我
が国の文化と外国の文化の関係
について理解している。（⑵ア）

・三つの小動物の死と関連して心境が語
られる構成を読み取り、作中に示された
死生観について考える。

随筆を読む
・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現などにつ
いて理解を深めている。（⑵ウ）

・作品に表れたものの見方・考え
方や美意識を積極的に理解し、
学習課題に沿って自分の考えを
伝え合おうとしている。

十八史略「臥薪
嘗胆」

・我が国の言語文化の特質や我
が国の文化と外国の文化の関係
について理解している。（⑵ア）

・「読むこと」において、作品の成
立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ、内容の解釈を深
めている。（B⑴エ）

・やや長めの史伝を粘り強く読
み、展開を押さえて登場人物を
整理しようとしている。

・史伝という文章の種類を踏まえて、内容
や展開を的確に捉える。

・積極的に読み比べ、『伊勢物
語』『大和物語』それぞれの特色
や魅力に気づいている。

3. 当日の配布資料（学習指導案以外） 

指導案以外の当日の配布資料は以下の通りである。その中で，資料 5・資料 6 の一部（傍線）を本稿最終

ページに掲載する。 

資料 1 『伊勢物語』「筒井筒」本文（第一学習社「言語文化」教科書より 

1 年 言語文化 予習課題『伊勢物語』「筒井筒」 

資料 2 『大和物語』「沖つ白波」本文（小学館『新編日本古典文学全集』12 より） 

『古今和歌集』994「沖つ白波」の歌と佐注 

資料 3 グループワーク用ワークシート（『伊勢物語』「筒井筒」・『大和物語』「沖つ白波」読み比べ） 

個人課題用ワークシート 

資料 4 「新学習指導要領に伴う評価・評定について」（学校からの保護者向けプリント） 

資料 5 2 学期中間試験解答例，二問九 生徒解答例 

資料 6 単元末の課題「臥薪嘗胆」 

「読み比べ 『伊勢物語』「筒井筒」と『大和物語』「沖つ白波」 

資料 7 「現代の国語」振り返りシート 

4. 観点別評価について 

今年度より本校では観点別評価を本格的に行い，各学期の成績は，3 観点のＡＢＣ評価のみ（10 段階や 5

段階は出さない）という方針であるため，これまでの定期試験や小テストの比重が大きかった評価のあり方

を見直す必要があった。とくに「主体的に学習に取り組む態度」については，授業中や課題で課した提出物

による評価を主なものとした。単元末の言語活動で書かせる提出課題を奇数回課し，ＡＢＣの評価を行った。

それぞれに規準を生徒に説明する必要があり，今回の場合は， 

・「両作品の違いを正確にまとめているもの」を Ｂ評価とし，「まとめ方に工夫がみられるもの」「深く考察

できているもの」などをＡ評価とした。Ａ評価を付けたものの例を印刷して配布した。本稿の最終ページに，

生徒に配布したＡ評価のものを転載する（資料 6 なお，授業後の課題として出すと，時間のかけ方や資料参

照の具合など見えない部分があるため，「実力」がはかりにくい面がある。一度だけ，定期試験に組み込んだ

ことがあり（教材は『伊勢物語』芥川），それを同じく本稿末尾に資料 5 として掲載している。採点基準=評

価規準が明確に示せ，授業者としては概ねよい方法だったと考えている。しかし，事前には予告しておらず，

また試験問題にも明記せずに評価したので，そこに割く時間がなく記入が全くなされていないものもいくつ

かあり，改善の余地がある。） 

また，2022 年度１年間観点別評価を行ってみた実感を参考までに記しておく。観点別評価は，本校の場合，

ＡＢＣの三段階で評価するが，私が担当した「言語文化」ではＣはほとんどつけない，つける必要がないの

が現状で，多くをＢとし，3 分の 1 程度をＡ評価とした。今まで学期の評価は 100 点満点にしたものを 10 段

階評価として評価していたため，ＡとＢの２段階しか評価がないこと，Ｂ評価に相当する人が幅広く，従来

の感覚ではとても同じ評価にできない，幅がある対象を同じＢ評価とすることにためらいを感じ，また，生

徒自身が立ち位置をぼんやりとしか認識できないため，それが生徒自身の力を伸ばすことに果たしてつなが

るのか等，始終疑問を持ちつつ評価を行った。この評価の仕方が，新しい学力観に合致しているものと捉え

ると，点数化されたものに慣れ過ぎている自身を反省すべきところかもしれない。今回の公開教育研究会で

は，参加者の先生方はどのような形でされているのか，情報提供をお願いした。詳細は後の「5.研究協議会記

録」のページに詳しいが，参加者の先生方からの情報提供は私自身も大いに参考になった。
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5. 研究協議会記録 

以下は，当日の研究協議会の記録である。記録係の先生が記録してくださったものに植田が適宜加筆・訂

正を加えたものである。

5.1. 授業者（植田）より 

本日の授業と同じ内容を他の 2 クラスでやった際には話し合いで終わってしまっていた。 

今日の授業ではそれだけではなくて，印象の違いなどを考えさせるところまでやることができた。授業の最

後に，古今和歌集の話題にも触れたが，個人的に成立事情に関心があり，その成立の問題を考えさせるとこ

ろにも触れたかったが，この授業時間中では触れることができなかったので，次回の授業で扱いたい。 

生徒は積極的でグループワークにも抵抗がなく，発言も活発で，自分から挙手をしてくれるため，授業者

としては大変やりやすい。他のクラスではさらに盛り上がって収拾がつかなくなるようなこともあるが，本

日の授業クラスはほどよく発言があるクラスである。 

5.2. 参加者の先生方との質疑応答 

・K 先生 

今日の授業でやった資質能力は社会の中のどのような場面で生かせると考えているか？ 

→比較による読みは現実社会でも生かせると考えている。比較して読むということは自分の授業でよく行

っている活動であるが，教科書をとびこえて読ませることによって読みが深まるように，学問に対する知

的好奇心が高まるようにということはいつも意識している。 

・I 先生 

学問への知的好奇心を高めるためにどのような取り組みをされているか？ 

→疑問を大切にするということ，疑問を持って取り組むことを意識している。 

また，教科書は切り取られている一部なので，それを読むだけではつまらない。教科書外のことも取り上

げることによって，知的好奇心を深めたいと考えている。 

なるべく，「自分が面白いと思うこと」を生徒と一緒におこなうようにしている。 

さらに，なぜそう考えるのか根拠を持って答えられることが大切だと考えている。 

・Y 先生 

振り返りを書かせるときに気をつけていることは？また評価の観点についてはどうか？ 

→主に振り返りは「主体的に学習に取り組む態度」の評価に使用している。授業でやったことをきちんと

押さえられているかどうかが前提。授業で学んだことだけを書いているものは「B」としている。 

自分でさらに調べたり，自分なりの読みを書いたりできているものは「A」としている。 

・S 先生 

読み比べをどのように定期試験で評価しているのか？ 

→「作風の違いについて論じよ」などという形で定期試験で書かせたことはある。 

現在は，定期テストで「知識・技能」，「思考・判断・表現」の評価をつけ，提出物で「主体的に学習に取

り組む態度」の評価をつけている。提出物を思考判断表現に加えることも考えられるが，複雑になるので，

徐々に取り入れていきたいと考えている。 

・（「現代の国語」本校非常勤講師 C 先生より） 

現代の国語での主体的に学習に取り組む態度の評価をどのようにつけているかについて， 

「Ａ段階」→どこがどれ位できたかできなかったか，どうしてかを根拠をもって分析的に書けているもの。 

「Ｂ段階」→できたことを一通りを書けているもの。（おおむねできていると判断し B としている。）

「C 段階」→客観的に書けていないもの。 
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5. 研究協議会記録 

以下は，当日の研究協議会の記録である。記録係の先生が記録してくださったものに植田が適宜加筆・訂

正を加えたものである。

5.1. 授業者（植田）より 

本日の授業と同じ内容を他の 2 クラスでやった際には話し合いで終わってしまっていた。 

今日の授業ではそれだけではなくて，印象の違いなどを考えさせるところまでやることができた。授業の最

後に，古今和歌集の話題にも触れたが，個人的に成立事情に関心があり，その成立の問題を考えさせるとこ

ろにも触れたかったが，この授業時間中では触れることができなかったので，次回の授業で扱いたい。 

生徒は積極的でグループワークにも抵抗がなく，発言も活発で，自分から挙手をしてくれるため，授業者

としては大変やりやすい。他のクラスではさらに盛り上がって収拾がつかなくなるようなこともあるが，本

日の授業クラスはほどよく発言があるクラスである。 

5.2. 参加者の先生方との質疑応答 

・K 先生 

今日の授業でやった資質能力は社会の中のどのような場面で生かせると考えているか？ 

→比較による読みは現実社会でも生かせると考えている。比較して読むということは自分の授業でよく行

っている活動であるが，教科書をとびこえて読ませることによって読みが深まるように，学問に対する知

的好奇心が高まるようにということはいつも意識している。 

・I 先生 

学問への知的好奇心を高めるためにどのような取り組みをされているか？ 

→疑問を大切にするということ，疑問を持って取り組むことを意識している。 

また，教科書は切り取られている一部なので，それを読むだけではつまらない。教科書外のことも取り上

げることによって，知的好奇心を深めたいと考えている。 

なるべく，「自分が面白いと思うこと」を生徒と一緒におこなうようにしている。 

さらに，なぜそう考えるのか根拠を持って答えられることが大切だと考えている。 

・Y 先生 

振り返りを書かせるときに気をつけていることは？また評価の観点についてはどうか？ 

→主に振り返りは「主体的に学習に取り組む態度」の評価に使用している。授業でやったことをきちんと

押さえられているかどうかが前提。授業で学んだことだけを書いているものは「B」としている。 

自分でさらに調べたり，自分なりの読みを書いたりできているものは「A」としている。 

・S 先生 

読み比べをどのように定期試験で評価しているのか？ 

→「作風の違いについて論じよ」などという形で定期試験で書かせたことはある。 

現在は，定期テストで「知識・技能」，「思考・判断・表現」の評価をつけ，提出物で「主体的に学習に取

り組む態度」の評価をつけている。提出物を思考判断表現に加えることも考えられるが，複雑になるので，

徐々に取り入れていきたいと考えている。 

・（「現代の国語」本校非常勤講師 C 先生より） 

現代の国語での主体的に学習に取り組む態度の評価をどのようにつけているかについて， 

「Ａ段階」→どこがどれ位できたかできなかったか，どうしてかを根拠をもって分析的に書けているもの。 

「Ｂ段階」→できたことを一通りを書けているもの。（おおむねできていると判断し B としている。）

「C 段階」→客観的に書けていないもの。 

としている。A 段階は 30％くらいの生徒が相当する。あまりできていない生徒も，何とか「B－」くらい

までにはおさまっている。 

5.3. 観点別評価について実施している他の学校の先生方よりコメント 

・I 先生（私立中高一貫校） 

主に中学校を担当していて，観点別評価から入ったため，高校のこれまでの評価の仕方を知らない状況。

実際に今行っていることとしては，単元ごとのノートの評価やグループワーク後のコメントシートで，「主

体的」を付けている。「思考判断」と「主体的」は重なってくるところが多いので，どこにどの基準を設け

るかが教科の中で課題となっている。生徒には直接出していないが教員側で把握している状況。 

・K 先生（県立高校） 

本校では 100 点法も残した上で実施している。成績表（通知表）には，ABC は記載せず 100 点満点で記載

し，その点数が ABC のどの段階に相当するのかということがわかるようにしている。県で統一しているわ

けではなく，学校によってやり方は異なる。評価の観点としては，「知っているかどうか」→知識・技能，

「複数の資料を組み合わせ，読み合わせ，読解」→思考・判断・表現，「継続性と調整力」（課題の提出に

よって学習の継続力を見る，振り返りシートで調整力についてみる）→主体的に学習に取り組む態度 で

評価している。 

→膨大な作業量になるのではないか？（植田） 

⇒思考判断表現については，文字数を指定して書かせたり，主体的に学習に取り組む態度については，ル

ーブリックを使用してどれくらいできているかの程度で機械的に評価をつけられるようにしたり，振り返

りシートの回数をなるべく減らしたりなどで，作業の効率化をはかるようにしている。 

・K 先生（同前） 

本時の授業の指導案における評価の観点の「観察」はどこで見ているのか？ 

→寝ているなどは評価がマイナスになるが，一人一人は見られていないのが現状。しかし，授業の取組が

良くない生徒は，その他のものも概して十分に達成できていない生徒が多いと感じている。 

→（K 先生）自分は，課題を与えてグループワークをする時間を設け，その時には説明などはせずに，生

徒の活動だけを観察して評価するという時間を設けている。40 人の取組状況を観察して一人一人評価して

いる。複数回観察できる回を設けるなどして，なるべく平準化できるようにしている。評価は，「C は何人

いました。」などと生徒に伝え，「自分の評価が知りたい人は聞きにくれば教える」，「評価に対する疑問が

あれば受け付け，場合によっては反映させる（評価を変えることもありうる）」という風に伝えている。 

・Y 先生（国立附属高校） 

評価の付け方の業務増について，お金を払えば解決できる方法もある。業者テストの様に PDF 上に答案を

取り込んで採点する。観点を伝えれば自動で採点してくれるシステムもある。一人あたり年間 2 万円程度。 

・T 先生（都立高校） 

本時の目標を設定した意図は？最終的に作風の違いを考えさせたが，それを「自分の好み」のところに落

とし込んだのはなぜか？ 

→違いを考えるだけならだれでもできるが，それを抽象化することが大切だと考えている。 

本時の授業と似た活動をこれまでも行ったことがあるが，どちらが好きか，個人の感性について授業で扱

うことにも意味があると考えている。作品の成立について考えさせたいというのが本来やりたかったこと

ではあるが，（個人的な感覚にはなるが，）自分としては印象の違いや好み等の感性的な問題に全く触れな

いで，作品の成立について検討することは考えられなかった。 

・Y 先生（国立附属高校）先ほどの問題について，読者が変わってきたということもあるのではないか。（そ
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れは近代文学の問題にもつながるかもしれないが。） 

国語総合から言語文化になったことによって，どのような違いがあると感じているか？ 

→古典と近代文学とが一緒になることによって，一緒に読む，合わせて読むという活動がやりやすくなっ

たということはある。これまで扱わなかった作品を扱ったりということも増えた。 

・N 先生（都立高校） 

本日の授業を見て，生徒は大変よくできていると感じた。もっとこのような力をつけさせたい，このよう

に育てたいという生徒像などはあるか？ 

→本日のような活動は活発に行うが，基礎学力が定着していないと感じている。活動は活発にやっても，

助動詞などは驚くほどできていないことがある。生徒の学力差もかなりある。 

5.4. その他質問等 

・現代語の文法の定着はどのくらいか？ 

→やはり，助詞や接続詞の使い方など，文章を書いたものを見たときにおかしいと感じることが増えた。

スマホ，SNS などで簡単なことばのやりとりが増えた影響もあるか？ 

・一人一台端末は実現できているのか？ 

→完全にできているとはいえないが，各自で端末を用意するようには伝えている。文科省から早く整備す

るように指導があった。個人端末の学校への持ち込みは可能だが，ネットに接続できない。学校の PC や

iPad を使う必要あり。 

 

6. 反省，振り返り 

当日，予想通り『伊勢物語』「筒井筒」の章段と『大和物語』「沖つ白波」の作品の違いを抽出することに多

くの時間がかかり，作品の印象の違いにうまくつなげられたことはよかったが，どちらが好きか，またその理

由は，という問いかけに対して生徒の考えを数人から聞いたところで授業は終わってしまった。『伊勢物語』

「筒井筒」『大和物語』「沖つ白波」と同じ歌である『古今和歌集』944 歌左注との成立順を考察させる問いま

でできるとよかったが，時間的に厳しいという見通しも既にあり，公開教育研究会でどこを見せ場として授業

するかは最後まで悩んだところであった。成立順の問題に少し言及すると，これまで授業をやっていた際には，

『古今和歌集』左注が一番古い形かと考えていたが，同僚の先生の見解や論文（森本茂氏「伊勢物語『筒井つ

の段』の構成―伝承性を中心に―」論究日本文学 31 1-9, 1967-10 立命館大学日本文学会）を参照した結果，

最も古態を残しているのは『伊勢物語』「筒井筒」であることがわかった。（森本氏の論文に詳しいので詳細

はそちらを参照されたい。）このような，授業者自身関心のある問題を授業で投げかけて生徒とともに考える

のは，私自身とても楽しいし，生徒にとっても深い学びとなると考える。 

公開教育研究会に話を戻すと，今回，新課程で観点別評価を本格的に行うようになってから初めての公開

教育研究会であったこともあり，参加者の先生方から評価にまつわる貴重なご意見や情報提供をいただき，

私自身も大きな学びとなった。また研究会の準備をする段階で，本校国語科畠山先生や今成先生には多くの

助言をいただいた。また非常勤講師で「現代の国語」を担当されている千々松先生には，「現代の国語」に

おいての観点別評価の方法について資料の提供をいただき，また当日もご発言いただいた。諸先生方に深く

感謝申し上げたい。 

参考文献

森本 茂「伊勢物語『井筒つの段』の構成－伝承性を中心に－」論究日本文学 年 月 立命館大学日本文学会

片桐洋一他「竹取物語 伊勢物語 大和物語 平中物語」（「新編日本古典文学全集」小学館 年）

小沢正夫他「古今和歌集」（「新編日本古典文学全集」小学館 年 月）
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れは近代文学の問題にもつながるかもしれないが。） 

国語総合から言語文化になったことによって，どのような違いがあると感じているか？ 

→古典と近代文学とが一緒になることによって，一緒に読む，合わせて読むという活動がやりやすくなっ

たということはある。これまで扱わなかった作品を扱ったりということも増えた。 

・N 先生（都立高校） 

本日の授業を見て，生徒は大変よくできていると感じた。もっとこのような力をつけさせたい，このよう

に育てたいという生徒像などはあるか？ 

→本日のような活動は活発に行うが，基礎学力が定着していないと感じている。活動は活発にやっても，

助動詞などは驚くほどできていないことがある。生徒の学力差もかなりある。 

5.4. その他質問等 

・現代語の文法の定着はどのくらいか？ 

→やはり，助詞や接続詞の使い方など，文章を書いたものを見たときにおかしいと感じることが増えた。

スマホ，SNS などで簡単なことばのやりとりが増えた影響もあるか？ 

・一人一台端末は実現できているのか？ 

→完全にできているとはいえないが，各自で端末を用意するようには伝えている。文科省から早く整備す

るように指導があった。個人端末の学校への持ち込みは可能だが，ネットに接続できない。学校の PC や

iPad を使う必要あり。 

 

6. 反省，振り返り 

当日，予想通り『伊勢物語』「筒井筒」の章段と『大和物語』「沖つ白波」の作品の違いを抽出することに多

くの時間がかかり，作品の印象の違いにうまくつなげられたことはよかったが，どちらが好きか，またその理

由は，という問いかけに対して生徒の考えを数人から聞いたところで授業は終わってしまった。『伊勢物語』

「筒井筒」『大和物語』「沖つ白波」と同じ歌である『古今和歌集』944 歌左注との成立順を考察させる問いま

でできるとよかったが，時間的に厳しいという見通しも既にあり，公開教育研究会でどこを見せ場として授業

するかは最後まで悩んだところであった。成立順の問題に少し言及すると，これまで授業をやっていた際には，

『古今和歌集』左注が一番古い形かと考えていたが，同僚の先生の見解や論文（森本茂氏「伊勢物語『筒井つ

の段』の構成―伝承性を中心に―」論究日本文学 31 1-9, 1967-10 立命館大学日本文学会）を参照した結果，

最も古態を残しているのは『伊勢物語』「筒井筒」であることがわかった。（森本氏の論文に詳しいので詳細

はそちらを参照されたい。）このような，授業者自身関心のある問題を授業で投げかけて生徒とともに考える

のは，私自身とても楽しいし，生徒にとっても深い学びとなると考える。 

公開教育研究会に話を戻すと，今回，新課程で観点別評価を本格的に行うようになってから初めての公開

教育研究会であったこともあり，参加者の先生方から評価にまつわる貴重なご意見や情報提供をいただき，

私自身も大きな学びとなった。また研究会の準備をする段階で，本校国語科畠山先生や今成先生には多くの

助言をいただいた。また非常勤講師で「現代の国語」を担当されている千々松先生には，「現代の国語」に

おいての観点別評価の方法について資料の提供をいただき，また当日もご発言いただいた。諸先生方に深く

感謝申し上げたい。 

参考文献

森本 茂「伊勢物語『井筒つの段』の構成－伝承性を中心に－」論究日本文学 年 月 立命館大学日本文学会

片桐洋一他「竹取物語 伊勢物語 大和物語 平中物語」（「新編日本古典文学全集」小学館 年）

小沢正夫他「古今和歌集」（「新編日本古典文学全集」小学館 年 月）
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